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令和元年７月 全国百貨店売上高概況 

令和元年８月２１日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４，９７１億円余 

２．前年同月比     －２.９％（店舗数調整後／４か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ７８社 ２１５店 （令和元年６月対比±０店） 

４．総店舗面積     ５,３９２,０２７㎡ （前年同月比：－２.２％） 

５．総従業員数     ６６,２５５人 （前年同月比：－４.５％） 

６．３か月移動平均値   12-2 月 －１.１％、1-3 月 －０.９％、2-4 月 －０.２％、 

（店舗数調整後）   3-5 月 －０.６％、4-6 月 －０.９％、5-7 月 －１.６％ 

 

  ［参考］平成３０年７月の売上高増減率は－６.１％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 
７月の売上高は２.９％減と４か月連続のマイナスとなった。長梅雨による日照不足や低温

多雨の影響から盛夏アイテムが不振だったことに加え、日曜日の前年比１日減も響いた。月

末の梅雨明け以降、気温の上昇に伴い復調を示したが前年実績には届かなかった。ラグジュ

アリーブランドや時計を中心とした高額品や免税売上は引き続き好調だった。 

顧客別では、インバウンド（シェア５.７％）が３.４％増（２８１億円）と６か月連続でプラスした。

購買客数（３.７％減／２か月連続）は前月より２.３ポイントダウンしたものの、購買単価は７.３％

増と高伸した。一方、国内市場（シェア９４.３％）は３.２％減となった。 

地区別では、１０都市のうち、２都市（大阪、広島）で前年をクリアしたが、合計では１.９％

減と４か月連続でマイナスした。地方（１０都市以外の地区）は５.３％減（２７か月連続）と、依然とし

て苦戦が続いている。 

商品別では、宝飾・時計など高額品（美術･宝飾･貴金属／８.６％増／６か月連続）と化粧品（０.５％増／５２か

月連続）が牽引し、雑貨が１.７％増と６か月連続プラス。身のまわり品（２.９％減）は、夏物の婦

人靴やアクセサリーなどの動きが鈍くマイナスに転じた。主力の衣料品（６.９％減）は、天候与

件から季節需要が盛り上がらず、特に、軽衣料の動きが鈍かった。食料品（１.９％減）は、菓子

（２.３％増／６か月連続）が好調だったものの全体では前年実績には届かなかった。 

全国１６２店舗で展開した『プレミアム サマー バザール』は、自社イベントとの連携な

どにより集客に寄与した店舗もあり、一定の成果が得られた。 

 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「７月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇東・西日本で気温が低くなり、東・西日本太平洋側で降水量がかなり多かった。日照時間は、北・東日本日本海側を

除いて全国的に少なく、西日本太平洋側ではかなり少なかった。 

(2) 営業日数増減     ３０.９日（前年同月比 ±０.０日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ９日（    〃     －１日／日曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１１９店舗） 

     ①増加した：２１店、②変化なし：３２店、③減少した：６６店 

  (5) ７月歳時記（クリアランス、夏休み）の売上（同上／有効回答数８２店舗） 

     ①増加した：６店、②変化なし：３０店、③減少した：４６店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 497 ,100 ,192 100 .0 -2 .9 ( -3 .1 )

10都市 356 ,198 ,770 71 .7 -1 .9

札幌 12,886,687 2.6 -3.2

仙台 6,936,260 1.4 -4.4

東京 136,594,306 27.5 -2.7

横浜 30,057,225 6.0 -3.4

名古屋 31,357,649 6.3 -5.0

京都 20,020,577 4.0 -2.4

大阪 76,414,361 15.4 1.3

神戸 12,035,575 2.4 -3.4

広島 11,097,570 2.2 3.7

福岡 18,798,560 3.8 -0.3

10都市以外の地区 140 ,901 ,422 28 .3 -5 .3 ( -6 .2 )

北海道 1,024,885 0.2 -5.2 ( -26.9)

東北 6,510,425 1.3 -6.3

関東 61,302,077 12.3 -5.3

中部 11,371,192 2.3 -5.0

近畿 19,299,810 3.9 -3.6

中国 10,234,796 2.1 -4.2

四国 8,129,998 1.6 -4.9

九州 23,028,239 4.6 -7.3 ( -11.0)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 497 ,100 ,192 100 .0 -2 .9 ( -3 .1 )

紳士服・洋品 27,806,908 5.6 -6.9 ( -7.2)

婦人服・洋品 87,044,411 17.5 -7.1 ( -7.4)

子供服・洋品 8,910,634 1.8 -6.2 ( -6.3)

その他衣料品 10,455,776 2.1 -6.0 ( -6.1)

衣　　料　　品 134 ,217 ,729 27 .0 -6 .9 ( -7 .2 )

身のまわり品 65 ,560 ,329 13 .2 -2 .9 ( -3 .2 )

化粧品 44,381,298 8.9 0.5 (　0.3)

美術・宝飾・貴金属 33,402,535 6.7 8.6 (　8.6)

その他雑貨 16,269,946 3.3 -7.2 ( -7.3)

雑　　　　　　貨 94 ,053 ,779 18 .9 1 .7 (　1 .6 )

家　　具 5,631,525 1.1 2.8 (　2.7)

家　　電 1,169,706 0.2 18.3 (　18.3)

その他家庭用品 13,176,468 2.7 -5.0 ( -6.3)

家　庭　　用　品 19 ,977 ,699 4 .0 -1 .8 ( -2 .7 )

生　鮮　食　品 28,978,033 5.8 -3.5 ( -3.9)

　菓　　子　 40,479,706 8.1 2.3 (　2.2)

　惣　　菜　 30,521,828 6.1 -0.7 ( -0.9)

その他食料品 55,320,170 11.1 -4.6 ( -4.8)

食　　　料　　　品 155 ,299 ,737 31 .2 -1 .9 ( -2 .1 )

食　堂　　喫　茶 13 ,229 ,927 2 .7 -6 .2 ( -6 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 4 ,705 ,918 0 .9 -1 .8 ( -1 .9 )

そ　　の　　他 10 ,055 ,074 2 .0 -1 .1 ( -1 .3 )

商　　　品　　　券 16 ,903 ,858 3 .4 -6 .1 ( -6 .2 )

全国百貨店　売上高速報 2019年7月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向       －１.９％（店舗数調整後／４か月連続マイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向  －５.３％（店舗数調整後／２７か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －１.９ －１.３ ４か月連続マイナス 

札 幌 －３.２ －０.１ ２か月連続マイナス                                                                         

仙 台 －４.４ －０.１ ２か月連続マイナス 

東 京 －２.７ －０.７ ４か月連続マイナス 

横 浜 －３.４ －０.２ ２か月連続マイナス 

名古屋 －５.０ －０.３ ６か月ぶりマイナス 

京 都 －２.４ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

大 阪 １.３ ０.２ ６か月連続プラス 

神 戸 －３.４ －０.１ ９か月連続マイナス 

広 島 ３.７ ０.１ ３か月連続プラス 

福 岡 －０.３ －０.０ ５か月ぶりマイナス 

10 都市以外の地区 －５.３ －１.６ ２７か月連続マイナス 

北海道 －５.２ －０.０ ３か月ぶりマイナス＊ 

東 北 －６.３ －０.１ ５か月連続マイナス＊ 

関 東 －５.３ －０.７ １３か月連続マイナス 

中 部 －５.０ －０.１ １３か月連続マイナス 

近 畿 －３.６ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

中 国 －４.２ －０.１ １６か月連続マイナス＊ 

四 国 －４.９ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

九 州 －７.３ －０.４ ５か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

   主要５品目は、雑貨が６か月連続のプラスとなった。また、家庭用品が４３か月連続、 

衣料品が１３か月連続、食料品が３か月連続、身のまわり品が２か月ぶりのマイナスと 

なった。その他の品目は、化粧品が５２か月連続、美術・宝飾・貴金属、菓子が６か月 

連続、家電が２か月連続、家具が３か月ぶりのプラスとなった。 

 

   

   

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

 商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －２.９ ― ４か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －６.９ －０.４ ２か月ぶりマイナス 

婦人服・洋品 －７.１   －１.３ ５か月連続マイナス 

子供服・洋品 －６.２   －０.１ １３か月連続マイナス 

その他衣料品 －６.０ －０.１ ４５か月連続マイナス 

衣料品 －６.９ －１.９ １３か月連続マイナス 

身のまわり品 －２.９ －０.４ ２か月ぶりマイナス 

化粧品 ０.５ ０.０ ５２か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ８.６ ０.５ ６か月連続プラス＊ 

その他雑貨 －７.２ －０.２ ７か月連続マイナス＊ 

雑貨 １.７ ０.３ ６か月連続プラス 

家具 ２.８ ０.０ ３か月ぶりプラス 

家電 １８.３    ０.０ ２か月連続プラス 

その他家庭用品 －５.０ －０.１ ４０か月連続マイナス 

家庭用品 －１.８    －０.１ ４３か月連続マイナス 

生鮮食品 －３.５ －０.２ ９か月連続マイナス＊ 

菓子 ２.３ ０.２ ６か月連続プラス＊ 

惣菜 －０.７   －０.０ ４か月ぶりマイナス＊ 

その他食料品 －４.６   －０.５ ４か月連続マイナス＊ 

食料品 －１.９ －０.６ ３か月連続マイナス 

食堂喫茶 －６.２ －０.２ ２７か月連続マイナス 

サービス －１.８ －０.０ ３か月ぶりマイナス 

その他 －１.１ －０.０ ４か月連続マイナス 

商品券 －６.１ －０.２ １０１か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・橘・長柴  まで  

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

